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紡績の町、川之石

て
、
南
予
の
宇
和
郡
全
体
が
東
西
南
北
の
各
宇

和
郡
と
な
り
、
こ
の
辺
り
は
西
宇
和
郡
川
之
石

村
と
な
る
。
同
23
年
に
正
式
に
郡
制
が
公
布
さ

れ
、
郡
役
所
は
八
幡
浜
町
（
当
時
）
に
置
か
れ

た
。
宇
和
紡
績
が
登
場
し
た
頃
の
住
民
意
識
と

し
て
は
、“
宇
和
”
は
南
伊
予
で
あ
る
旧
宇
和
島

藩
全
体
の
印
象
と
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
の
で
、
川
之
石
に
宇
和
紡
績
と
い
う
会
社
が

設
立
さ
れ
て
も
今
の
よ
う
な
違
和
感
が
無
く
、

む
し
ろ
会
社
の
広
域
な
発
展
性
を
願
う
命
名
に

も
思
え
る
。
時
代
と
共
に
地
名
の
概
念
が
変
わ

る
一
例
で
も
あ
る
。

　

さ
て
こ

の
宇
和
紡

績
に
つ
い

て
は
、
四

国
初
だ
っ

た
と
い
う

歴
史
の
輝

き
に
比
べ

る
と
、
そ

の
後
の
変

遷
に
よ
っ

て
現
物
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら

具
体
的
に
想
定
し
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
折
り
、
数
年
前
に
見
つ
か
っ
た
の

が
写
真
の
看
板
で
、
八
幡
浜
市
浜
之
町
に
あ
る

旧
家
菊
池
清せ
い

治じ

家
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
筆
者
は
初
め
て
宇
和
紡
績
の
社
章
を

知
っ
た
。
ど
う
や
ら
ウ
カ
ン
ム
リ
が
宇
和
紡
の

マ
ー
ク
の
よ
う
で
あ
る
。
菊
池
家
は
江
戸
期
か

ら
海
運
業
を
主
体
に
発
展
し
、
明
治
10
年
に
は

既
に
蒸
気
船
を
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
四
代
清

治
正
明
は
、
宇
和
紡
設
立
当
時
の
創
立
委
員
メ

ン
バ
ー
10
名
の
一
人
。
八
幡
浜
、
川
之
石
の
各

５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
う
し
た
経
済
連

携
が
あ
っ
て
陽
の
目
を
見
た
こ
と
も
分
か
る
。

八
幡
浜
・
保
内
の
平
成
合
併
が
２
０
０
５
年

だ
か
ら
、
宇
和
紡
創
立
か
ら
１
１
８
年
後
に
両

者
が
合
併
し
て
八
幡
浜
市
と
な
っ
て
い
る
現
況

は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
実
に
感
慨
深
い
。

　

も
う
一
つ
の
貴
重
な
資
料
が
あ
る
。
明
治
25

年
４
月
30
日
の
日
付
が
あ
る
当
時
の
株
券
で
あ

る
。
社
長
兵
頭
昌
隆
、
取
締
役
矢
野
小
十
郎
、

菊
池
清
平
ら
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
社

長
の
昌
隆
は
、
海
運
業
で
栄
え
た
雨
井
の
資
産

家
布
袋
屋
兵
頭
家
に
人
物
を
見
込
ま
れ
婿
養

子
と
な
っ
た
才
覚
者
。
最
初
の
立
地
と
な
っ
た

　

か
つ
て
、
こ
こ
八
幡
浜
市
川
之
石
地
区
（
旧

保
内
町
）
に
、
宇
和
紡
績
と
い
う
会
社
が
あ
っ

た
。
明
治
20
年
に
設
立
さ
れ
22
年
に
開
業
す
る

そ
れ
は
、
四
国
で
最
初
の
紡
績
会
社
だ
っ
た
。

た
だ
、
地
元
の
者
な
ら
そ
の
社
名
と
所
在
地
に

は
、
あ
る
意
味
奇
異
な
感
じ
を
受
け
る
。
何
故

な
ら
現
代
人
に
と
っ
て
の
“
宇
和
”
と
い
う
概

念
は
、
西
予
市
宇
和
町
辺
り
の
イ
メ
ー
ジ
だ
か

ら
だ
。
平
成
の
合
併
で
地
区
名
が
分
か
り
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
が
、
宇
和
と
冠
す
る
名
の
会
社

が
何
故
川
之
石
に
出
現
す
る
の
か
。
ま
ず
そ
こ

か
ら
考
察
を
試
み
た
い
。

　

明
治
と
い
う
時
代
は
、
幕
藩
体
制
で
あ
っ
た

江
戸
時
代
を
経
て
、
そ
の
幕
末
期
の
奇
跡
的
な

偉
業
の
後
に
維
新
と
い
う
形
で
出
現
し
た
。
明

治
４
年
に
は
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
、
宇
和
島

領(

藩)

だ
っ
た
川
之
石
地
区
は
そ
の
ま
ま
宇

和
島
県
、
神
山
県
を
経
て
同
６
年
に
愛
媛
県
と

な
る
。
同
11
年
に
は
郡
区
町
村
編
成
法
に
よ
っ

宇和紡績看板

宇和紡績株券
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開
戦
前
の
逼
迫
し
た
状
況
と
な
る
。
19
年
に
は

つ
い
に
軍
需
工
場
と
な
り
、
そ
し
て
敗
戦
。
戦

後
復
興
に
よ
っ
て
操
業
が
再
開
さ
れ
た
の
は
昭

和
23
年
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
次
第
に
立
地
条
件

の
不
利
や
輸
出
不
振
な
ど
に
よ
っ
て
、
つ
い
に

同
35
年
に
閉
鎖
と
な
り
、
設
立
以
来
73
年
間
、

曲
折
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

現
在
、
そ
の
跡

地
の
大
部
分
が

保
内
中
学
校
や

企
業
の
敷
地
と

な
っ
て
お
り
、
往

年
の
大
工
場
の

威
容
は
望
む
べ

く
も
な
い
が
、
幸

い
に
も
地
元
製

材
所
の
倉
庫
と

し
て
原
綿
倉
庫

と
仕
上
げ
室
が

今
も
維
持
さ
れ
、

当
時
の
繁
栄
が

伺
え
る
。
目
立

た
な
い
が
、
か
つ

て
は
娯
楽
室
と

呼
ば
れ
た
講
堂

や
、
中
学
前
に
は

守
衛
所
、
煉
瓦
塀

な
ど
も
現
存
し
、

こ
れ
ら
も
川
之

石
の
栄
枯
盛
衰

を
静
か
に
伝
え

て
い
る
。

も
束
の
間
、
日
露
戦
争
後
の
不
況
で
同
40
年
に

は
大
阪
紡
績
に
買
収
さ
れ
る
。
次
い
で
大
正
３

年
、
大
阪
紡
と
三
重
紡
績
が
合
併
し
、
国
内
最

大
の
東
洋
紡
績
が
誕
生
、
そ
の
川
之
石
工
場
と

な
る
。
女
工
員
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
同
年
川

之
石
村
が
川
之
石
町
と
な
り
、
保
内
町
誌
に
よ

れ
ば
最
盛
期
の
昭
和
３
年
に
は
従
業
員
数
が
町

民
の
約
１
／
３
に
当
た
る
２
４
０
０
名
近
く
と

な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
も
発
展
を
続
け
て
い
た
が
、
や
が
て

昭
和
が
次
第
に
戦
時
色
を
帯
び
る
に
伴
い
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網
に
よ
っ
て
同
16

年
に
は
原
綿
の
輸
入
も
途
絶
え
、
太
平
洋
戦
争
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本
町
沖
合
の

川
筋
は
、
布

袋
屋
が
埋

め
立
て
た
も

の
で
、
創
立

当
初
は
義
父

の
兵
頭
吉
蔵

が
社
長
を
務

め
、
昌
隆
は

そ
の
後
を
継

い
だ
。
昌
隆

の
智
力
を
布

袋
屋
の
資
力
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
格
好
で
、

製
蝋
業
で
財
を
成
し
た
矢
野
小
十
郎
正
方
や
雨

井
の
海
運
業
菊
池
家
（
屋
号
お
や
け
）
な
ど
が

取
締
役
と
し
て
脇
を
固
め
て
い
た
。

　

し
か
し
、
や
が
て
宇
和
紡
は
時
代
の
好
不
況

の
波
を
受

け
、
明
治

35
年
に
休

業

に

至

り
、
同
38

年
に
大
峰

銅
山
の
経

営
で
財
を

成
し
た
白

石
和
太
郎

が
そ
れ
を

買
い
受
け

白
石
紡
績

所

と

な

る
。
そ
れ 兵頭昌隆翁顕彰碑

旧東紡古写真

宮内川沿いの東紡赤煉瓦倉庫界隈

電信柱に残るホーロー銘板

7月13日、光の祭典イベント

【舞たうんVol.117の訂正について】
　�前回のこのコーナー「失われたモノたちへのレクイエム（Vol.63）」は「Vol.64」

の誤りでした。お詫びして訂正します。23 2013.10


